
 

 

ハンドウタイの未来とくまもとの未来 −AI ロボから学ぶ「半導体ってなに？」− 

半導体認知度向上動画(小学校教師向け) 解説資料 

 

熊本県 商工労働部 商工政策課     

 

 

小学生用動画 全体概要 

 

https://youtu.be/tkAqHk2RPc0 

小学校教師向け動画 解説シーン 

 

https://youtu.be/jeyJAF1s5Tc 

タイム 動画内容 タイム 解説内容 

0:00〜0:13 オープニング   

0:14〜2:03 1. 身のまわりにある半導体 2:04〜2:35 ●半導体が使われている身の回り 

の製品 

2:04〜4:10 2. そもそも半導体ってなに？ 4:44〜5:28 ●電気を通すもの・通さないもの 

4:11〜7:47 3. 半導体のはたらき 9:04〜9:56 ●"考える半導体"とは 

7:48〜10:06 4. 半導体ができるまで 12:16〜13:10 ●半導体の寸法 

●IC に入っている数 

10:07〜14:31 5. くまもとと半導体 17:35〜19:35 

 

●工場で使われる水の量 

●水のリサイクルについて 

●熊本の地下水について 

●熊本の地理的優位性 

（輸送・土地など） 

14:32〜15:47 エンディング   

 

 

 

 



1. 身のまわりにある半導体 

小学生用動画 

対象シーン 

小学校教師向け動画 

解説シーン 

解説内容 

0:14〜2:03 

 

 

2:04〜2:35 

 

 

 

 

 

【半導体が使われている身の回りの製品】 

ここでは身近にあるもので、半導体に関わり

のある製品を児童たちに考えてもらいましょ

う。 

 

防犯ブザーや電子体温計など、小学生の身近

な製品を使って説明しましょう。 

どんな風に使われているのか考えてもらう事

により、半導体の重要性をより身近に知って

もらう事が大切です。 

 

 

他にもテレビやタブレット、ゲーム機などを例

に挙げるといいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2. そもそも半導体ってなに？ 

小学生用動画 

対象シーン 

小学校教師向け動画 

解説シーン 

解説内容 

2:04〜4:10 

 

 

4:44〜5:28 

 

 

 

 

 

 

 

 

【電気を通すもの・通さないもの】 

ここでは「電気」について考えてもらいましょ

う。 

 

家の中での電化製品で、スイッチを押すと動

き出すものは、ほとんど電気で動いている事

を伝えます。 

 

 

例えば、部屋の中の電気やテレビなど、スマ

ホも充電しないと動きません。 

電気が流れる事で、いろんなものが使える事

を伝えましょう。 

 

 

 

 

そして、電気を通す「導体」、電気を通さない

「絶縁体」がある事。 

 

 

 

 

 

その中間の性質を持つものが「半導体」であ

る事。 

 

 

 

 

 

 

半導体は、人がスイッチを押す代わりに、電気

を通したり、通さなかったりできるので、自動

でいろんな事ができる事が、この後（3.半導

体のはたらき）の説明で出てきます。 

 



3. 半導体のはたらき  

小学生用動画 

対象シーン 

小学校教師向け動画 

解説シーン 

解説内容 

4:11〜7:47 

 

 

9:04〜9:56 

 

 

 

 

 

 

【"考える半導体"とは？】 

ここでは「考える半導体」ついてみんなに考え

てもらいましょう。 

 

今は、携帯やカードを機械にかざすだけで買

い物ができたり、バスや電車に乗れたりしま

す。 

 

これはＩＣチップと呼ばれる半導体製品が入っ

ていて、カードが誰のものなのか機械に伝え

ているのです。 

 

 

 

 

 

児童の登下校を知らせる「ツイタもん」を採用

している学校もあると思います。 

どの児童がいつ校門を通過したのかが分か

るのも、ＩＣチップのおかげです。 

 

 

 

 

 

サッカーワールドカップで有名になった「三苫

の１ミリ」は、サッカーボールの中に入れられ

たＩＣチップでボールの位置を特定しました。 

 

「誰が、どこに」を知らせるＩＣチップの例を挙

げましたが、他にも「考える半導体」がないか

考えてもらいましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 



4. 半導体ができるまで 

小学生用動画 

対象シーン 

小学校教師向け動画 

解説シーン 

解説内容 

 

7:48〜10:06 

 

 

12:16〜13:10 

 

 

 

 

 

 

 

 

【半導体の寸法】 

ここではＩＣやＬＳＩなど 「考える半導体」の中

に、ダイオードやトランジスタなど「基本的な

働きをする半導体」がいくつくらい入ってい

るか伝えましょう。 

 

 

 

ＩＣチップの大きさは１cm 程度ですが、この

中に無数のトランジスタやダイオードが入っ

ています。 

 

 

 

 

 

 

【IC に入っている数】 

教室は約８m×８m の広さですが、この広さ

までチップを拡大しても、トランジスタ１個の

大きさは１mm×１mmです。 

 

 

 

１mm 角のトランジスタが教室一面に並んで

いる様子を想像させてください。 

きれいに敷きつめるとその数は１億個になり

ます。 

 

 

 

 

また、半導体を作るシリコンウェハは、純度

99.999999999％（イレブンナイン）です。 

 

これらを実現するためには、ものすごい技術

が使われている事を伝えてください。 

 



5. くまもとと半導体 ① 

小学生用動画 

対象シーン 

小学校教師向け動画 

解説シーン 

解説内容 

 

10:07〜14:31 

 

 

17:35〜19:35 

 

 

 

 

 

 

 

 

【工場で使われる水の量】 

ここでは半導体を作るためにはとてもきれい

な水がたくさん必要だという事を伝えます。 

 

水はほとんどの半導体製造工程で欠かせな

い洗浄に使用するものですが、今度熊本に進

出してくるTSMCでは本格稼働が始まると、

1 日で一般的な小学校の25mプールおよそ

30杯分になる12,000トンの水が使われる

見込みです。 

その量の多さを知ってもらいましょう。 

 

 

 

 

【水のリサイクルについて】 

熊本の半導体工場では、利用した水を無害化

して排水し、しかもその 80％を再利用してい

る会社もあります。 

 

さらに水資源が不足しないように、山に植林

し、田んぼを涵養水田として地下水を保全し

ている会社もある事を伝えましょう。 

 

 

【熊本の地下水について】 

ここで、熊本の地下水が生まれる仕組みにつ

いて伝える事も可能です。 

山に降った雨が、森や田んぼを通って地下に

染み込みます。 

その時、熊本特有の火山の地層が良質な地下

水を大量に作り、川から流れる水と一緒に海

へ流れます。 

海の水は太陽に照らされ、蒸発して雲にな

り、山に雨を降らせ、これを繰り返します。 

半導体も、この水の恵みを得てできている事

を伝えましょう。 

 

 

 



5. くまもとと半導体 ② 

小学生用動画 

対象シーン 

小学校教師向け動画 

解説シーン 

解説内容 

 

 

 

 

 

【熊本の地下水について】 

熊本市は全国でも珍しく、水道水の 100％が

地下水です。 

農業・漁業・林業、そして半導体などの工場全

てに水が欠かせない事を伝えましょう。 

 

 

 

【熊本の地理的優位性 (輸送・土地など)】 

さらに熊本は九州の中心に位置し、阿蘇くま

もと空港、熊本港、八代港、高速道路、新幹線

などの路線、どれをとっても輸送環境が優れ

ている事も熊本の強みであるなど、地理的な

条件の良さが半導体製造が栄える理由と伝

えましょう。 
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